
 

 

 

 

令和４年１１月 
 

 

 

袋 井 市 議 会 定 例 会 

 

 

代 表 質 問 通 告 内 容 

 

 

 

※ 傍聴のお知らせ ※ 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、極力傍聴を控えていただき、 

インターネット中継をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

傍聴者の皆様へ 

携帯電話はマナーモードへの切り替えをお願いいたします。 

 

 

袋 井 市 議 会 

インターネットで本会議の中継（録画）放送を行っています。 

Ｙａｈｏｏ！ や Ｇｏｏｇｌｅ などの検索画面から 

袋井市議会を検索して、御覧ください。 
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代表質問通告議員 

 

実 施 日 時 質問順 
会 派 名 

議 員 名 
質問形式 ページ 

１１／２９（火） 

午前 

１ 
市民クラブ 

立石 泰広 
一括 ３ 

２ 
自民公明クラブ 

髙木 清隆 
一括 ５ 

１１／２９（火） 

午後 
３ 

緑風会 

近藤 正美 
一括 ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調整の結果、答弁者（市長、教育長）が変更される 

場合がありますので御了承ください。 
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質問順序 １ 会派名 市民クラブ 質問者 立石 泰広 

質問事項・要旨（具体的な質問事項） ≪一括≫ 答弁者 

１ 令和５年度の予算編成方針について  

令和５年度の予算編成方針の中で、５つの意識すべき視点のもと、21の注

力すべき具体的取組について、市長より指示が発出された。 

 

⑴ 政策立案にあたり意識すべき５つの視点とは、どのようなことか。  

⑵ 令和５年度の方針で「断捨離」の言葉を使っていない理由は。 

大場市長が特に思いを込めたことは何か。 

⑶ ゼロカーボンシティ宣言、初年度の成果と次年度の取組は。 

⑷ ＩＣＴの推進  

ア 「第３次袋井市ＩＣＴ推進計画・官民データ活用推進計画」31政策

の進捗は。第４次計画に向け新たな政策は考えているか。 

イ 「デジタル田園都市国家構想」に基づく取組の進め方は。 

⑸ 通いの場の会場数の増加対策は。外出支援の課題の解決策は。 

 

市 長 

２ 治水問題について 

先般の台風15号の影響により、本市では、人的被害をはじめ、土砂崩れ、

床上床下浸水など、昭和49年の七夕豪雨以来の大きな災害となった。 

  

⑴ 松橋川や蟹田川、敷地川、沖之川、宇刈川等の河川改修が急務。これ

らの河川の「かわプログラム」事業の前倒しが必要。  

⑵ 柳原の雨水ポンプの整備、一日も早い事業の前倒しが必要。  

⑶ 小川町では床上床下浸水が100世帯以上に及んだ。 柳原排水機場の浸

水対策は早急に実施すべき。 

⑷ 中新田の昭和水門の耐震化、早期の実現に向け働きかけが必要。  

⑸ 道路冠水やアンダーパスの水害状況、カメラを設置し、防災センター

で常に監視できるよう整備が必要。 

 

市 長 

３ ＦＭラジオ放送局の開局について 

自治体の情報発信媒体は、広報誌、ホームページ、ＳＮＳ、同報無線、公

共施設での掲示、ダイレクトメール、回覧板、コミュニティＦＭ、ケーブル

テレビなどが使われているが、本市ではコミュニティＦＭは運用していな

い。 

 

⑴ 本年３月現在、県内にコミュニティＦＭ局が12局開局している。本市

のＦＭ局の開局についての考え方は。  

⑵ 本市では、災害時の臨時災害放送局としてＦＭ放送が開設できる。 

ア 袋井市の災害時専用のＦＭ局の基本的考え方と、現状の運用状況

は。 

イ 有事におけるマニュアルや運用指針の整備に関する考え方は。 

市 長 
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質問順序 １ 会派名 市民クラブ 質問者 立石 泰広 

質問事項・要旨（具体的な質問事項） ≪一括≫ 答弁者 

３ ⑶ 袋井では浜松ケーブルテレビ㈱の接続世帯が頭打ち。本市は株主とし

てこれまでをどう総括するか。今後、どのような運営を望んでいるか。 

市 長 

４ 自治会による要望制度、補助制度について 

地域の課題解決のために、生活道路・側溝の整備など、自治会から市に要

望できる制度がある。また、自治会が行うコミュニティ施設の整備などの費

用の一部を市が補助する制度がある。  

 

⑴ 昨年度、自治会による要望制度による要望件数と、その内訳は。 

（年度内実施、次年度以降実施検討、採用不可、それぞれの割合(％)） 

⑵ 自治会による要望制度、費用の補助制度は、地域・市民のまちづくり

に対する改善提案。原則全数年度内に執行できる予算を確保すべき。  

 

市 長 

５ 可燃ごみ削減プロジェクトについて 

令和４年度からのごみ処理有料化は見送られ、市民・事業所での分別・リ

サイクルを徹底する可燃ごみ削減プロジェクトが、この４月スタートした。 

 

⑴ 本年４月から10月までの可燃ごみ減量実績は。（家庭ごみ） 

雑紙、容器包装プラ、草木、粗大ごみ、それぞれ基準値または目標に

対し何トン・何％の効果となったか。 

⑵ 雑紙分別のＰＲが不足している。横断幕、のぼり旗等を資源ごみ収集 

場に設置するなど、さらなる分別意識の高揚が必要。 

⑶ 本年４月「プラスチック資源循環促進法」が施行された。既に法律に

対応した事業を行う自治体があるが、本市の計画は。 

⑷ 草木のリサイクル  

ア 本年４月から10月までの減量実績の内訳は。（単位：トン） 

（中遠クリーンセンターでのリサイクル分、自治会コンテナ、八ケ代造

園直接搬入） 

イ 掛川市と同様に、草木は全量外部のリサイクル業者へ搬入する仕組

みをつくるべき。そのためには、八ケ代造園の受入枠の拡大と、八ケ

代造園への直接搬入量の拡大が必要。 

ウ 八ケ代造園の直接搬入者へ、搬入時の安全指導を行うことが必要。 

⑸ 家具等粗大ごみのリユースは、ジモティースポットを設けて、搬入量 

を増やし、ジモティーによるリユース量を拡大すべき。 

 

市 長 
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質問順序 ２ 会派名 自民公明クラブ 質問者 髙木 清隆 

質問事項・要旨（具体的な質問事項） ≪一括≫ 答弁者 

１ 

 

令和５年度予算編成方針を踏まえて 

「スマイルシティふくろい」の実現に向けては、市民・事業者が安全・安

心のもとに、暮らし活動しやすい環境の整備が必要。 

 

⑴ 災害復興に向けた、予算配分の考え方について伺う。 

⑵ 令和４年度袋井市総合計画推進に係る市民意識調査結果を、予算編 

  成及び各種計画策定、見直しに向け、どう活かしていくのか。 

⑶ 「地方創生の推進に向けた連携に関する協定」が、施策立案、見直し 

に向け、どう活かされているのか。 

⑷ 国・県との関係構築に向けた取組について伺う。 

⑸ 地域交流型社会の実現に向けて 

ア 圏域内の特性を活かし、相乗効果を生み出す取組に舵を切ることに 

ついての所見を伺う。 

イ 圏域内の多様な資源の交流ネットワークを活かす、圏域運営システ 

ムの構築について、見解を伺う。 

ウ 異地域、異文化と交流することにより触発、啓蒙されるなかで、地 

域資源である人財が育成されることについての見解を伺う。 

エ 地域の知恵比べの時代に向け、行政が果たす役割について伺う。 

 

市 長 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童・生徒が、健やかに育つ教育環境の整備について 

本年４月から、成人年齢が 18 歳に引き下げられ、来年度からは、部活動

の地域移行に向けた改革集中期間のスタートの年となるなど、高校のみなら

ず教育のあらゆる分野での準備が必要。 

 

⑴ 学校の部活動、地域移行に向けて 

ア 部活動の地域移行に向けては、どのような狙いがあるのか、見解を 

伺う。 

イ 部活動の地域移行に向けた課題は何か、その対策について伺う。 

ウ 部活動の地域移行に向けた、具体的な取組、推進計画の作成に向け

ては、どのようなロードマップのもとに画策に取り組むのか。 

⑵ 成人年齢が 18 歳に引き下げられたことを受けて 

ア 18 歳成人、義務教育における課題をどう捉えているか。 

イ 課題解決に向け、小中学校において、どのような指導に取り組んで 

行く考えなのか。 

⑶ 文部科学省に採択された「幼保小の架け橋プログラム事業」について 

伺う。 

ア 応募した経緯について伺う。 

イ 幼児期の「終わりまでに育ってほしい姿」に向けた、カリキュラム 

教育長 
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質問順序 ２ 会派名 自民公明クラブ 質問者 髙木 清隆 

質問事項・要旨（具体的な質問事項） ≪一括≫ 答弁者 

２ とは、どのようなものか。 

ウ 互恵性のある合同協議の場が必要と考えるが、会議の進め方につい 

て、どのように取り組んでいるのかを伺う。 

エ 幼児と児童の交流に向け、留意する点は何かを伺う。 

⑷ 学校施設整備指針の改訂を受けて 

ア 整備指針の改訂を受け、次期に向けた袋井市教育施設等３Ｒプロジ 

ェクトの見直しに取り掛かるべきと考えるが。 

イ 今後の園児・児童・生徒数の動態を考慮し、適切な教育施設規模と

なるよう、統廃合の検討も必要と考えるが。 

ウ 施設維持管理業務について、教育施設包括管理業務委託の導入に向

けた、調査・研究に取り組む考えはあるか。 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

⑸ 市内３高校の、特色・魅力ある学校づくりに向けた支援について 

ア 横須賀・池新田高校の再編が白紙となった背景を、どう捉えている 

かを伺う。 

イ 連携協定を結んだことにより、互恵関係の基に、行政として特色・ 

魅力ある高校づくりに向け、手を差し伸べる必要性がある。見解を伺 

う。 

ウ 令和５年には、袋井商業高校が創立 100 周年を、令和７年には袋井

高校が創立 50 周年を迎えるにあたり、記念事業等に対し支援する考

えはあるか。 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･･････ 

市 長 

３ 健康長寿に向け、安心してスポーツを楽しむまちづくりに向けて 

スポーツ文化の推進に向けては、医療環境の充実と地域スポーツ人口・関

心層の拡大が必要。 

 

 ⑴ コロナマインドの払拭に向けて 

ア 市民への適切な情報提供が必要では。 

イ 同時流行に備えた保健医療体制構築に向けた取組が必要では。 

ウ 新たな感染症危機に備えた体制づくりに向けた準備が必要では。 

⑵ スポーツによるまちづくり・地域活性化に向けて 

ア 総合型地域スポーツクラブ等の運営・活動状況と課題について伺う。 

イ 地域スポーツクラブ等との連携と活動支援の状況について伺う。 

ウ 一般社団法人アザレアスポーツクラブ・ＯＲＡＮ袋井に期待するも

のは何か。 

エ 民間スポーツクラブが学校部活動の地域移行の受け皿として機能

するために、必要な事業環境とは何か。 

オ 地域スポーツコミッション創設に向けた取組が必要では。 

市 長 
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質問順序 ２ 会派名 自民公明クラブ 質問者 髙木 清隆 

質問事項・要旨（具体的な質問事項） ≪一括≫ 答弁者 

４ 

 

快適で魅力あるまちづくりに向けて 

これまで以上に、地域の生活環境向上に向けた取組が必要。 

 

⑴ 可燃ごみ削減プロジェクト～ふくろい 5330運動～について 

ア 見えてきた課題と課題解決への取組の現状について伺う。 

イ 向こう３年間の削減目標において、前倒しで達成できる見込みはあ 

るか。 

⑵ ラジコン草刈り機による草刈りを受けて 

ア 見学した地域住民の声について伺う。 

イ 見学会から見えた導入の課題について伺う。 

ウ 地域住民の負担軽減にどのくらい寄与すると考えているか。 

⑶ 市道の維持管理に向けた縁石除草等について 

ア 縁石清掃、車歩道を覆う樹木等の除草・伐採実施状況について伺う。 

イ 集水桝等の付属施設に堆積する土砂等の排出等、機能維持に向けた 

取組状況について伺う。 

ウ 雑草対策に向けた、新たな技術の導入に向け、調査研究に向けた取 

   組について。 

エ 道路施設において、県・市管理インフラを一体的に管理する包括的 

民間委託の導入に取り組む考えはあるか。 

⑷ 浸水対策強化に向け、浸水危険性が高い区域における、建築許可制度 

の導入を検討すべきと考えるが、見解を伺う。 

 

市 長 

５ 地域を支える地域産業の活性化に向けて 

雇用や地域コミュニティを支える、地場産業としての農業の振興に向けた

下支えが必要。   

⑴ 攻めの農業の確立に向けて 

ア 消費動向を見据えた販売戦略の検証・構築への取組が必要では。 

イ 信頼構築の基礎となる、さらなる地産地消取組が必要では。 

ウ ターゲットに応じた、多様な情報発信・拡散に向けた取組が必要で

は。 

エ ６次産業化の推進を図るためには、医・福・食・農連携など、多様

な事業者との連携が必要では。 

オ 農業の持続的成長に導くためには、官民が総力を挙げて農地集積に

取り組むことが重要と考えるがどうか。 

⑵ 基幹農業水利施設の更新整備に向けて 

ア 県の計画に合わせ、市、土地改良区との連携の基に、基幹農業水利 

施設の計画的・効率的な長寿命化策を講ずるべきでは。 

イ 受益者負担の減免措置への対応が必要では。 

 

市 長 
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質問順序 ２ 会派名 自民公明クラブ 質問者 髙木 清隆 

質問事項・要旨（具体的な質問事項） ≪一括≫ 答弁者 

６ 安心・安全に暮らせるまちに向けて 

記録的豪雨を降らせた台風 15 号による水災害を受け、「水防災意識社会」

の再構築が必要。 

 

⑴ 記録的豪雨を降らせた台風 15 号による災害を受けて 

ア 災害復旧に向け、どのようなスケジュール感を持って取り組むの

か。 

イ 災害復旧に向け、市の一般財源投入の見込みについて 

ウ 今回の記録的豪雨を受けて、明らかになった課題は何か。 

エ 今回の災害を受け、豪雨災害、土砂災害のリスク低減に向けた対応

について、どのように対応していくのか。 

オ 自助・共助のもと、市民の安全確保に備えた、水防資機材等は、十

分に確保されているのか。 

カ 災害時における、水防団（消防団）の支援体制については、どのよ

うに規定され、どのような行動指針の基に対応を図られているのかに

ついて伺う。 

キ 今回の災害を受け、浸水想定区域図、ハザードマップの見直しに取 

り組む考えはあるか。 

 ⑵ 大規模イベント開催時において、災害等が発生した場合、帰宅困難者 

が予想される。イベント主催者との連携も含め、避難所等運営に向けた 

対応をどのように見直していくのか。 

⑶ 大規模災害発生時において、契約済みの工事・調査・設計業務に対し、

一時中止措置を図り、災害復旧に人手を集中させることが必要と考える

が、見解を伺う。 

 

市 長 

７ 市民がいきいきと暮らせるまちに向けて 

 誰もが気楽に使用でき、参加、触れ合える場づくりが必要。 

 

⑴ 公園等の整備計画、更新計画時において、インクルーシブ遊具の設置 

を望む。 

ア これまで、インクルーシブな場づくりに向け、施設計画及び遊具設 

置計画時において、具体的な配慮が検討されてきたかを伺う。 

イ 遊具の更新や新設公園の遊具設置においては、遊び場に求められる 

機能について、多様な当事者からの意見を求め、活かしてほしいと考 

えるがどうか。またこれまで取り組んできたのかを伺う。 

ウ 今後において、インクルーシブな場づくりに向け、インクルーシブ 

遊具の設置を望むが見解を伺う。 

 

市 長 
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質問順序 ３ 会派名 緑風会 質問者 近藤 正美 

質問事項・要旨（具体的な質問事項） ≪一括≫ 答弁者 

１ 令和５年度予算編成方針について 

 新型コロナウイルス感染症の収束が未だ見えない中、国はロシアによるウ

クライナ侵攻、円安、物価高騰、自然災害等、国内外に山積する問題を抱え

ている。本市は昨年、大場市政とともに第２次袋井市総合計画後期基本計画

をスタートさせ、「チャレンジ＆スマイルの実践」による、日本一健康文化

都市の実現を目指している。来年度はさらに、レジリエンス（弾力性・回復

力）のある政策で次世代への変革を生み出し、変化を確実に感じさせる予算

編成であることを期待する。 

 

⑴ 本年度の一般会計は前年度当初比2.8％増、かつ４年連続増で過去最

大となる積極型予算を組んだ。現在予算執行中であるが、これまでの成

果・課題をどのように認識しているか。 

⑵ ５つの視点に基づく６つの政策を遂行する上で、特筆すべき予算編成

上の留意点は具体的にどのようなものか。 

⑶ 扶助費・物件費が増加する中、向こう 10 年間の本市の財政見通しは

どうか。 

⑷ 2040年からのバックキャスティングで、今から先行投資しておかなけ

ればならない、財政上、政策上の最重要事項は何か。 

 

市 長 

 

２ ヤングケアラーの実態と支援策について 

ヤングケアラーという言葉をよく耳にする。日常的に家族の介護や世話を

する18歳未満の子どもたちのことで、大きな社会問題となっている。発達期

の子どもたちが過度の負担を抱えずに健やかに成長できるよう、社会全体で

見守る体制を早急に築かなければならない。改めて本市の実態と支援の在り

方を問う。 

  

⑴ ヤングケアラーへのメンタルヘルスをどう支援するか。 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

⑵ 家族の介護に伴う、親子関係に及ぼす影響への対処は。 

⑶ ヤングケアラーに対して、行政、学校、家庭はどのような連携を取っ

ているか。 

 

教育長 

 

 
 
 
 
 
 

･･････ 

市 長 

 

３ 

 

本市の教育について 

 袋井市では、心ゆたかな人づくりを基本理念に掲げて、教育行政を行って

いる。そこで、「学校教育と教育会館の利活用」「共生教育の充実」及び「リ

カレント教育・学び直し」に関して、それぞれ伺う。 

 

⑴ 学校教育と教育会館の利活用について 

ア ＩＣＴを活用した教育を進める本市にとって、次のステージはオン

ラインでの教育や個別最適な学びへの指導体制であると認識してい

る。本市の今後目指す、両取組への進捗や課題を伺う。 

教育長 
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質問順序 ３ 会派名 緑風会 質問者 近藤 正美 

質問事項・要旨（具体的な質問事項） ≪一括≫ 答弁者 

３ イ 令和２年に教育会館が整備され、本市の教育の拠点として利用され

ている。整備当初、ＩＣＴ研修室では小中学校、幼稚園等の教員が集

い、授業改善の意見交換や教材研究を行う場として活用するという記

載があるが、現在の教員の利用状況と、実績があればその効果に関し

て伺う。 

ウ 教育会館のＷｉ-Ｆｉ設備では電波が弱く、オンライン会議や動画

の配信に関して改善を求める声を市民からいただいた。早期の改善を

求めるが、見解を伺う。 

 ⑵ 共生教育の充実について 

ア 令和４年度予算に関して、医療的ケア児支援のため、看護師資格を

持つ支援員の配置や協議会を開催している。協議会での方向性や現在

の事業の進捗について伺う。 

イ 特別支援学級から通常の学級へ籍を移す子どもたちへの、その後の

支援をどのように考えるか。また、再度特別支援学級に籍を移す子ど

もたちの割合はどうか。今後、改善の取組を求めるがどうか。 

⑶ リカレント教育・学び直しについて 

ア 国は、誰もが学校教育から離れた後も、それぞれのタイミングでの

学び直しや、仕事で求められる能力を磨き続けていくことを各種補助

政策とともに推進している。厚生労働省、経済産業省、文部科学省が

連携して、この課題に取り組んでいる。本市も生涯学習課が他の課と

連携し、国の補助金や市の予算を活用したリカレント教育の推進が必

要であると感じるが、見解はいかがか。 

 

教育長 

４ 「健康寿命日本一」と「共生のまち」の実現に向けて 

 健康寿命を延ばすため、今後も市民の健全な食生活の実現、医療体制の整

備、有意義な地域活動への参加が望まれることから、我が市の健康寿命日本

一の実現に向けた取組について伺う。また、生活や雇用、子どもたちの学習

環境に対する理解を一層深める必要がある。 

 

⑴ 静岡社会健康医学大学院大学等との連携を図っているが、我が市の抱

える健康課題は何か。市民に分かりやすい形での指標作成に向けた取組

はどうか。  

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

⑵ 「日本一の給食」を目標としている我が市の地場産品活用の課題は何

か。また、学校で子どもたち自らが野菜を育てるなどの食育の実践は進

んでいるか。 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

⑶ 先日「ＦＵＫＵＲＯＩ ＳＰＯＲＴＳ ＤＡＹ」を開催した。今後の

スポーツ体験などの機会創出の考えはどうか。また、子どもからお年寄

りまでがスポーツに親しむきっかけづくりをどう考えているか。 

⑷ 生活や雇用に不安を抱えている市民が増えている。一人ひとりに寄り 

市 長 

 
 
 
 
 
 
 
 

･･････ 

教育長 

 

 

･･････ 

市 長 
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質問順序 ３ 会派名 緑風会 質問者 近藤 正美 

質問事項・要旨（具体的な質問事項） ≪一括≫ 答弁者 

４ 添った支援を進める取組が必要と思うがどうか。また、経済的な理由か 

ら塾や習い事に通えない小中学生への学習支援の状況はどうか。 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

⑸ 小学校の空き教室等を利用するなど、放課後児童クラブの充実が夏休

み以降も図られている。さらなる充実を図る考えはどうか。 

 

市 長 
 

･･････ 

教育長 

 

 

５ 多文化共生の施策について 

多文化共生とは、国の定義では「国籍や民族などの異なる人々が、互いの

文化的違いを認め、対等な関係を築こうとしながら、共に生きていくこと」

と謳っている。しかし、日本の多文化共生は、対策が実践的でないという指

摘がある。本市でも多くの外国人が居住し、もう一度見直す必要があるので

はないか。 

 

⑴ 「ふくろい多文化共生のまちづくり計画」の基本方針の取組項目「防

災・防犯・交通安全の啓発」「日本語の学習支援」「多文化共生の担い

手、人づくり」などの取組について、さらに協力を企業に要請すべきと

考えるが取組状況を伺う。  

⑵ 「ふくろい多文化共生のまちづくり計画」の基本方針にある「多様性

を成長・発展につなげるまちづくり」の達成のため、シティズンシップ

（citizenship）に基づく多文化共生の推進のために、市民への啓発が

重要であると考えるが見解を伺う。 

 

市 長 

６ 田んぼダムの取組について 

近年、時間雨量50ミリを超える短時間豪雨の発生件数が増加し、気候変動

の影響による水害のさらなる頻発・激甚化が懸念される。最近では、営農し

ながら取り組むことができ、しかも地域の防災・減災に貢献する田んぼダム

の取組が注目されている。そこで、浸水被害の軽減に向けて、本市の流域治

水対策について伺う。 

 

⑴ 会派で視察した岩手県矢巾町では、現地説明会や各種イベントでのＰ

Ｒ活動など、田んぼダム事業の案内を関係各所にしているが、本市では

どのようにアプローチし、理解を得ているか。 

⑵ 現在、袋井東地区の大規模農家の方が田んぼ約10へクタールで実証実

験をしているが、農作物の収量や品質、必要な労力などの情報を把握で

きているか。 

⑶ 実証実験は、静岡理工科大学土木工学科と共同で効果を検証している

とのことであるが、現在までの検証結果はどうか。  

⑷ 栽培時期により、堰板や草・ごみなどの問題も起こる。降雨が想定さ

れる前に施設パトロールなど、田んぼダムを有効活用するための細かな

取組は考えているか。 

 

市 長 
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質問順序 ３ 会派名 緑風会 質問者 近藤 正美 

質問事項・要旨（具体的な質問事項） ≪一括≫ 答弁者 

７ 「通報」の在り方と利活用について 

市民や職員等から行われるさまざまな「通報」を受ける体制を整備すると

ともに、行政から市民へ確実でわかりやすい「通報」を行うことは、市政の

運営や意識の喚起に役立つだけでなく、災害等の緊急時においても欠かすこ

とができない。時代や社会情勢の変化、技術の進歩等に伴い「通報」の在り

方とその利活用については、絶えず見直しを図る必要があると考える。 

 

⑴ 市民通報システム「フッピーVoice」について  

ア 本市は道路や公園の破損、不法投棄等、身近な困りごとを写真付き

で夜間や休日でも気軽に通報できる「フッピーVoice」を導入してい

る。その効果や現状の課題をどのように分析しているか。 

イ 同システムが、本年９月の台風15号の被害状況の把握と復旧への対

応に果たした役割はどうか。 

ウ 平時からまちの不具合を整備しておくことで、減災や施設利用者の

満足度向上につながることが期待できる。さらなる利便性向上や利用

促進、より効果的・効率的な情報発信に向け、LINEやTwitterに代表

される各種ＳＮＳとの連携を図るべきであると考えるがどうか。 

 ⑵ 通報を活用した防災・災害対策について 

ア 本市は、災害情報や行政情報を伝達する同報無線（同時通報用無線）

の内容が聞き取りにくい世帯に向け、戸別受信機の貸与や「メローね

っと」の普及等に努めている。誰にでも確実に伝えられる手段を今一

度整理する必要があると考えるがどうか。また、ｄボタンの周知、固

定電話を活用した一斉配信や自動応答機能を利用した再生サービス

の導入について本市の見解を伺う。 

イ ＩＣＴやデジタル技術を駆使し、市民からの通報や情報提供をさら

に発展させる取組が重要度を増している。防災ＤＸの強化に向け、災

害等の緊急時、地域住民の安否状況を確認する「安否確認システム」

を導入すべきであると考えるがどうか。 

 ⑶ 内部公益通報制度について 

ア 本市には、内部監査機能の強化及び組織の自浄作用の向上に大きく

寄与する職員等からの内部公益通報制度がある。平成21年度「袋井市

職員の公益通報に関する要綱」の施行以降、本市における内部公益通

報件数はどうか。また、本市はこの件数をどのように捉えているか。 

イ 内部公益通報や相談の仕組みが活用されるためには、通報者である

職員等を保護する措置を講じ、匿名性を確保すること、また、選択肢

が複数用意されていることが重要であると考えるが、確実に信頼でき

る外部の通報窓口を設置する考えはないか。 

 

市 長 

 

 


